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「ネット社会の歩き方」学習ユニット指導資料

「雲隠れ」（基本）

１、 指導対象

小学校高学年～高校１年生

２、 指導意図

　ネット社会においては「誰もが等しく平等、均等に扱われる」ということが一つの

原則としてあげられる。これは、ネットワークの上では個人はそのデータの属性によ

ってのみ区別されるのであって、小学生であっても老人であってもデータの属性にな

いものは区別されないということである。

個人の経済活動においてもこの原則があてはまる。例えば、従来の商品購入とネッ

ト上での商品購入とを比べてみるとその違いがよく分かる。まず従来の商品購入であ

るが、購買者が商店に出かけ、そこで店員とのやりとりを通じて商品に対する紹介な

どを受ける。そして、購入する商品を選択し、店員に代金を渡して最後に商品を受け

取ってこの取引は終了する。この一連の取引の中で意識するしないに関わらず膨大な

情報のやりとりが相互にやりとりされるのである。購入者が店を選ぶ際にはまずこの

店の評判を聞き、どこの商店街にあって店構えや客の入り具合、歴史、品揃えなどを

確認する。また店員の印象や話しぶり、接客態度などでこの店が信用できるかどうか

を総合的に判断できる。購入しようとする商品も実物を手に持って見たり、実際に動

作も確認できる。代金の支払いについても色々な方法を選ぶことができる。また、店

側にしても、来店した客の年齢や雰囲気を判断し、売ってよいかどうかも含めて顧客

としての信用度も判断できるのである。しかし、ネット上での商取引ではごく限られ

たデータの属性だけを判断の対象にせざるを得ないのである。例えばそれは、商品の

型番、価格、個数、送料、商品の画像などであって、ネット上で取り引きできる簡便

さと引き替えに、商取引の前提である互いの信用確認は保留されているのである。

また、今後ネットワークを利用した個人売買やネットオークションなどの新しい商

取引もますます活発になることが予想される。その際には、通信販売業者を相手にす

る以上に取引上の注意が必要になり、児童・生徒が悪質な取引に巻き込まれる可能性

も実際の問題として考えなければならなくなってきた。

このようなネット上の商取引に関しては「賢い消費者」を育てるという観点からも、

また、児童・生徒であろうともネットワーク上では大人と対等に扱われるという観点

からも学校で指導する必要があると考えられる。

３、 指導目標

①ネット上の商取引の課題や実際の事例を知り、問題点に気づく。



2

②ネット上の個人売買や代金引換郵便の問題点について理解する。

③ネット上の通信販売で騙されたり詐欺にあわないように、賢い消費者としての自覚と

態度を育てる。

４、 代表的な授業展開例（一斉授業の例）

　学習活動 教師の支援

（１） ネット上の個人売買に関する生活

経験を話し合う。

（２） 学習モジュールを教師が紹介する。

（３） 各グループごとに学習モジュール

を見て、何が問題になるのか話し合

う。

（４） グループごとに話し合った内容を

発表する。

（５） 教師が実際に起こった事例を例示

してまとめる。

（６） ワークシートに感想を書く。

・ネットワークを利用して商品を購入し

たり、個人売買やネットオークションを利

用したりした経験を話し合う。

・液晶プロジェクターなどを用いて学習

モジュールを表示する。

・グループごとの端末から学習モジュー

ルが見られるように事前に設定しておく。

・話し合った内容をワークシートに書き

込ませる。

課題　主人公の行動で何が問題だったの

か。

課題　結末のようなことを防ぐためにど

のようなことに気を付ければいいか。

・ワークシートの書き込みを参考にさせ

ながら発表させる。

・実際に起こった事例を生徒に紹介し、具

体的な対処法を話し合う。

・ここで紹介する実際の事例については

校種や生徒の実態に合わせて参考資料の

WEB ページから教師が準備する。

・感想をワークシートにまとめさせる。

・感想については、学校の実態に即して校

内の掲示板に書き込ませたり、学習用のメ

ーリングリストを設定してそこに投稿さ

せてもよい。

５、ワークシート

■ 雲隠れ（基本）■

　　　年　　　組　　名前 　　　　　　　　　　　　　　

★学習モジュールを見て、次の視点から自分の意見をメモしましょう。

ダイスケ君の行動で何が問

題だったのでしょうか。
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ネット上の個人売買でだま

されないためには、どのよう

なことに気を付ければいい

でしょうか。

★今日の授業で思ったことや考えたことを文書でまとめましょう。

６、【資料】

　この資料は、実際にインターネット上で起こった事件を事例として授業で取り上げ、学

習モジュールで学んだことが実際の社会で起こっていることに気づかせ、事例学習を通し

て正しい対処法を考え実行できるように指導したい。

・インターネット事件ＮＡＶＩ：

http://www.jiken-navi.com/

・インターネット業界トラブルニュース：

http://www.geocities.co.jp/SiliconValley-SanJose/1394/

・インターネット業界トラブルニュース ：

http://www.mainichi.co.jp/digital/netfile/index.html

・相談事例（国民生活センター）：

http://www.kokusen.go.jp/soudan/jirei/index.html

・インターネットの苦情事例（社団法人テレコムサービス協会）：

http://www.telesa.or.jp/html/jirei/jirei_index_b.htm
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・消費者向け啓発（財団法人日本消費者協会）：

http://www1.sphere.ne.jp/jca-home/densi/keihatu.html#top

・通販１１０番（社団法人　日本通信販売協会）：

http://www.jadma.org/ost/%82%86re-t110_4j.html

・9 9 ' インターネット事件簿：

http://tokyo.cool.ne.jp/hanasaki/index.html
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